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知多半島圏域水防災協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会の名称は、知多半島圏域水防災協議会（以下「協議会」という。）と

いう。なお、協議会は、水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 15 条の 10 に

基づく都道府県大規模氾濫減災協議会とする。 

 

（目的） 

第２条 全国的に現状の河川の能力を超える大規模な水害が頻発していることか

ら、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」を再構築する取組が進めら

れている。なかでも県などが管理する中小河川においては、国の管理河川ほ

ど整備水準が高くないことや、集中豪雨等により急速に水位上昇する場合が

あるなど、大河川とは異なる特性への対応が求められている。 

本協議会は、知多半島圏域における愛知県管理河川において、河川整備を

着実に進めるとともに、「逃げ遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を目指

し、愛知県、圏域内市町、水防管理団体、名古屋地方気象台等が、減災への

目標を共有し、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」を再構築するこ

とを目的とする。 

 

（協議会の対象河川） 

第３条 協議会の対象河川は、別表－１のとおりとする。 

 

（協議会の実施事項） 

第４条 協議会において協議する事項は、次のとおりとする。 

１） 洪水などの水害リスク情報と現状の減災に係る取組状況等の共有 

２） 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動を実現するために各構成員が取り

組む事項をまとめた「地域の取組方針」の作成 

３） 「地域の取組方針」にもとづく対策の実施状況のフォローアップ 

 

（協議会の構成） 

第５条 協議会は、別表―２の職にある者をもって構成する。 

  ２ 協議会の運営、進行及び招集は会長が行う。 

  ３ 協議会は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に

応じて別表―２の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を求めるこ

とができる。 

  ４ 会長は、会長代行を指名することができる。 

 

 

資料１ 

（案）
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（幹事会の構成） 

第６条 協議会の円滑な運営を行うため、協議会に幹事会を置く。 

  ２ 幹事会の構成は、別表－３の職にある者をもって構成する。 

  ３ 幹事会の運営、進行及び招集は幹事長が行う。 

  ４ 幹事会は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に

応じて別表―３の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を求めるこ

とができる。 

 

（分科会の設置） 

第７条 「協議会の実施事項」の内、特定の協議会会員で検討する事項が生じた場

合は、分科会を設置することができる。 

２ 分科会は、検討事項に応じて関係する幹事で構成する。 

３ 分科会は、幹事長が指名する者が主宰する。 

 

（会議の公開） 

第８条 協議会は、原則として公開とする。ただし、内容によっては、協議会に諮

り、非公開とすることができる。 

  ２ 幹事会及び分科会は、原則非公開とする。 

 

（協議会資料等の公表） 

第９条 会議資料等については、原則として事務局より公表する。ただし、個人の

プライバシーに関わる場合などは、その一部又は全部を非公表とする。 

 

（事務局） 

第 10 条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。 

  ２ 事務局は、愛知県建設局河川課、知多建設事務所河川港湾整備課が務める。 

 

（雑則） 

第 11 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項について

は、協議会で定めるものとする。 

 

（附則） 

    本規約は、平成２９年 ２月１５日から実施する。 

    本規約は、平成２９年 ５月２９日から実施する。 

    本規約は、平成２９年１１月 ７日から実施する。 

本規約は、令和元年 ５月２８日から実施する。 

本規約は、令和３年 １月２８日から実施する。 

本規約は、令和３年 ５月１２日から実施する。 

本規約は、令和４年 ５月１６日から実施する。 

（案）
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本規約は、令和６年 ５月  日から実施する。 

（案）
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別表―１ 協議会の対象河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象河川数：２７河川 

凡例 ○：水位周知河川 

水系名 水系名

(二)稗田川 稗田川 (二)大川 大川

阿久比川 ○ (二)五宝川 五宝川

矢勝川 (二)山海川 山海川

前田川 (二)内海川 内海川

福山川 (二)山王川 山王川

草木川 稲早川

十ヶ川 鵜の池川

英比川 矢田川

(二)神戸川 神戸川 前山川

(二)石川 石川 日長川

(二)堀川 堀川 鍛冶屋川

(二)新川 新川 信濃川

(二)布土川 布土川 横須賀新川

(二)新江川 新江川

(二)稲早川

河川名 河川名

(二)阿久比川

(二)矢田川

(二)日長川

(二)信濃川

(二)十ヶ川

（案）
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別表―２ 知多半島圏域水防災協議会 会員 

構成機関・役職 

会長 愛知県建設局 局長 

副会長 愛知県防災安全局 局長 

会員 半田市 市長 

会員 常滑市 市長 

会員 知多市 市長 

会員 阿久比町 町長 

会員 南知多町 町長 

会員 美浜町 町長 

会員 武豊町 町長 

会員 愛知県 建設局 治水防災対策監 

会員 愛知県 知多建設事務所 所長 

会員 気象庁 名古屋地方気象台 台長 

オブザーバー 
国土交通省 中部地方整備局 

河川部 地域河川課 課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（案）
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別表―３ 知多半島圏域水防災協議会幹事 

 
構成機関・役職 

幹事長 愛知県 建設局 河川課長 ※（担当課長） 

副幹事長 愛知県 防災安全局 防災部 災害対策課長  

 （防災担当） （治水担当） 

幹事 半田市 総務部防災監 建設部長 

幹事 常滑市 
防災危機管理監 

総務部防災危機管理監 
建設部長 

幹事 知多市 総務部長 都市整備部長 

幹事 阿久比町 総務部長 建設経済部長 

幹事 南知多町 総務部長 建設経済部長 

幹事 美浜町 総務部長 産業建設部長 

幹事 武豊町 総務部長 建設部長 

幹事 愛知県 知多建設事務所 河川港湾整備課長 

幹事 愛知県 知多県民事務所 県民防災安全課長 

幹事 名古屋地方気象台 防災管理官 

オブザーバー 
国土交通省 中部地方整備局  

河川部 地域河川課 河川保全専門官河川課長補佐 

※幹事長が不在の場合は（  ）の者が幹事会の運営、進行を行う。 

 

（案）



１．2023 年 1   12 月の気象概況 

１ １ 月別の東海地方の天候 

1 月 

上旬と中旬は冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れた日が多く、下旬は天気が数日の周期で変

化しました。まとまった雨の降った日が少なかったため、月降水量は少なくなりました。岐阜県山間

部では曇りや雪または雨の日が多くなりました。また、中旬は暖かい空気に覆われやすかった一方、

下旬は強い寒気の影響を受けやすかったため、気温の変動が大きく、月平均気温は高くなりました。 

月平均気温は「高い」、月降水量は「少ない」、月間日照時間は「平年並」となりました。 

2 月 

上旬と中旬は天気が数日の周期で変化し、下旬は冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れた日が

多くなりました。下旬を中心に低気圧や前線の影響を受けにくかったため、月降水量は少なくなりま

した。岐阜県山間部では曇りや雪または雨の日が多くなりました。また、上旬と中旬は寒気の影響を

受けにくかったため、月平均気温は高くなりました。 

月平均気温は「高い」、月降水量は「少ない」、月間日照時間は「平年並」となりました。 

3 月 

上旬は高気圧に覆われて晴れた日が多く、中旬は天気が数日の周期で変わりました。下旬は、前半

は曇りや雨の日が、後半は晴れた日が多くなりました。上旬を中心に晴れた日が多かったため、月間

日照時間は多くなりました。寒気の影響を受けにくく、暖かい空気が流れ込みやすかったため、月平

均気温はかなり高く、平年差は+3.2℃となり、統計開始（1946 年）以降、第１位の記録的な高温と

なりました。 

月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「平年並」、月間日照時間は「多い」となりました。 

4 月 

天気は数日の周期で変わり、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、低気圧や前線の影響

で雨が降り大雨や荒れた天気となった日もありました。上旬から中旬を中心に暖かい空気に覆われ

たため、月平均気温はかなり高くなりました。 

月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「平年並」、月間日照時間は「平年並」となりました。 

5 月 

天気は数日の周期で変わりましたが、上旬を中心に高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。

このため月間日照時間は多くなりました。暖かい空気に覆われやすかったため、月平均気温は高くな

りました。また、低気圧や前線の影響で広い範囲で大雨となった日もあったため、月降水量は多くな

りました。 

月平均気温は「高い」、月降水量は「多い」、月間日照時間は「多い」となりました。 

6 月 

高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、梅雨前線や台風からの湿った空気の影響で曇りや雨

の日が多くなり、大雨や荒れた天気となった日がありました。このため、月降水量はかなり多く、月

間日照時間は少なくなりました。また、暖かい空気に覆われたため、月平均気温はかなり高くなりま

した。 
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月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「かなり多い」、月間日照時間は「少ない」となりました。 

7 月 

月の前半は、梅雨前線や湿った空気の影響で曇りや雨の日が多く、大雨となった所がありました。

後半は、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。月降水量は少なく、月間日照時間はかなり多

くなりました。月を通して暖かい空気に覆われたため、月平均気温はかなり高くなりました。また、

上空に寒気が流入し大気の状態が非常に不安定となり所々で雷雨となった日があり、突風による被

害が発生した所もありました。 

月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「少ない」、月間日照時間は「かなり多い」となりました。 

8 月 

太平洋高気圧に覆われて晴れた日が多く、暖かい空気に覆われたため、月平均気温はかなり高くな

りました。また、台風や湿った空気の影響で大雨となった日もあったため、月降水量はかなり多くな

りました。 

月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「かなり多い」、月間日照時間は「平年並」となりました。 

9 月 

高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、台風や前線及び湿った空気の影響で曇りや雨の

日もあり、大雨や大荒れの天気となった所がありました。晴れた日が多く、暖かい空気に覆われたた

め、月平均気温はかなり高く、月降水量は少なく、月間日照時間は多くなりました。なお、月平均気

温は、平年差が＋2.6℃となり統計開始（1946 年）以降、第１位の記録的な高温となりました。 

月平均気温は「かなり高い」、月降水量は「少ない」、月間日照時間は「多い」となりました。 

10 月 

上旬は、天気は数日の周期で変わりましたが、低気圧や前線の影響を受けて大雨や荒れた天気とな

った所がありました。中旬以降は高気圧に覆われて晴れた日が多くなりました。このため、月間日照

時間はかなり多くなりました。 

月平均気温は「平年並」、月降水量は「平年並」、月間日照時間は「かなり多い」となりました。 

11 月 

冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れた日が多くなったため、月間日照時間は多くなりました。

また、暖かい空気に覆われやすかったため、月平均気温は高くなりましたが、上旬は記録的な高温と

なった一方、中旬は寒気の影響で気温がかなり低くなった日があり、寒暖の変動が大きくなりまし

た。 

月平均気温は「高い」、月降水量は「平年並」、月間日照時間は「多い」となりました。 

12 月 

冬型の気圧配置や高気圧に覆われて晴れた日が多くなったため、月間日照時間はかなり多くなり

ました。暖かい空気が流れ込みやすく、中旬を中心にかなり気温の高い日が続いたため、月平均気温

は高くなりました。一方、上旬前半や下旬前半は、寒気の影響を受けて気温の低い日が続くなど月を

通して寒暖の変動が大きくなりました。 

月平均気温は「高い」、月降水量は「平年並」、月間日照時間は「かなり多い」となりました。 
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注） 

・ここでは東海地方平均の平均気温、降水量、日照時間についての特徴を記述している。東海地方平

均とは、東海地方にある気象官署及び特別地域気象観測所（富士山除く 14 地点）の平年差・比を

平均したものである。  

・1991 2020 年（30 年間）の 30 個の値を小さい値から順に並べ、10 個（33.3…％）ずつの 3 群に

分けるように求めた境界値から、「低い（少ない）」、「平年並」、「高い（多い）」とした階級に区分

して表す。さらに、低い（少ない）方または高い（多い）方から出現率 10％の範囲を、それぞれ

「かなり低い（少ない）」、「かなり高い（多い）」と表す。 

 

１ ２ 梅雨 

梅雨入り： ５月 29 日ごろ 「かなり早い」 （平年： ６月６日ごろ） 

梅雨明け： ７月 16 日ごろ 「早い」 （平年： ７月 19 日ごろ） 

梅雨期間を含むこの 2 か月の降水量は平年を下回った所もありますが、伊良湖や浜松など平年を

上回った所が多く、東海地方平均の平年比は 119%で「多い」となりました。 

 

 

 

 
 

地点名 
実況値 平年値 平年比 

高山 499.0 431.3 116 

岐阜 604.0 494.6 122 

名古屋 521.5 397.9 131 

上野 364.0 388.6 94 

津 411.0 375.7 109 

伊良湖 656.5 339.2 194 

浜松 660.5 433.8 152 

御前崎 563.0 478.6 118 

静岡 698.0 565.5 123 

三島 614.5 436.1 141 

尾鷲 800.0 841.8 95 

石廊崎 362.0 440.1 82 

網代 417.5 494.0 85 

四日市 487.0 457.0 107 

東海地方の地域平均の平年比 119 

梅雨の時期（6   7 月）の東海地方の降水量（mm）及び平年比（%） 
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１ 3 台風 

令和 5 年の台風発生数は 17 個（平年の発生数：25.1 個）、上陸した台風は 1 個（平年の上陸数：3.0

個）、東海地方に接近した台風は第 7 号、第 13 号の 2 個（平年の接近数：3.5 個）でした。 

 

 

月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年間 

令
和
５
年 

発生数 0 0 0 1 1 1 3 6 2 2 0 1 17 

上陸数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

東海接近数 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 

平

年 

発生数 0.3 0.3 0.3 0.6 1.0 1.7 3.7 5.7 5.0 3.4 2.2 1.0 25.1 

上陸数 - - - - 0.0 0.2 0.6 0.9 1.0 0.3 - - 3.0 

東海接近数 - - - - 0.1 0.2 0.6 0.8 1.2 0.7 - - 3.5 

 

東海地方に接近した台風（※第 2 号、第 7 号、第 13 号）の経路図 

（実線は台風の期間、点線は熱帯低気圧または温帯低気圧の期間） 

※台風第 2 号は、中心が東海地方から 300km 以内に入っていませんが、東海地方に大きな影響

を及ぼした台風であるため、台風経路を示しました。 

台風発生数・上陸数及び東海地方への接近数（確定値） 

第 13 号 

第２号 

第７号 

※東海地方に接近した台風とは、その中心が東海地方のいずれかの気象官署及び特別地域気象観測所 

（富士山を含めた 15 地点）から 300km 以内に入った台風を指します。 
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２．2023 年（令和５年）出水時の気象概況 

２ １ 台風第 2 号及び前線による大雨（6 月 1 日 3 日） 

（１）洪水予報の発表状況 

河川名 番号 種類 発表日時 

境川水系 

境川・逢妻川 

1 氾濫注意情報 令和 5 年 6 月 2 日 11 時 40 分 

2 氾濫警戒情報 令和 5 年 6 月 2 日 12 時 40 分 

3 氾濫警戒情報 令和 5 年 6 月 2 日 13 時 30 分 

4 氾濫危険情報 令和 5 年 6 月 2 日 14 時 10 分 

5 氾濫警戒情報 令和 5 年 6 月 2 日 17 時 10 分 

6 氾濫注意情報（警戒情報解除） 令和 5 年 6 月 2 日 18 時 40 分 

7 氾濫注意情報解除 令和 5 年 6 月 3 日 00 時 00 分 

日光川水系 

日光川 

1 氾濫注意情報 令和 5 年 6 月 2 日 13 時 00 分 

2 氾濫注意情報解除 令和 5 年 6 月 2 日 20 時 10 分 

天白川水系 

天白川 

1 氾濫注意情報 令和 5 年 6 月 2 日 13 時 50 分 

2 氾濫注意情報解除 令和 5 年 6 月 2 日 17 時 40 分 

（２）気象概況 

6 月 1 日から 3 日にかけて、台風第２号周辺の暖かく湿った空気が本州付近に停滞する梅雨前線

に向かって流れ込み、前線の活動が活発となった。愛知県では 6 月 1 日夜から雨が降りはじめ、特

に 2 日夕方から夜のはじめ頃にかけては、線状降水帯が発生するなど、同じ場所で激しい雨や非常

に激しい が降り続き、 三河南部や東部を中 に記録的な  となった。 

境川の泉田水位観測所（刈谷市）では氾濫危険水位を超え、逢妻川の一ツ木逢妻川水位観測所（刈

谷市）では避難判断水位を超える出水となり、また、 光川の 苅 位観測所（ 宮市）及び天 川

の天白水位観測所（名古屋市）で氾濫注意水位を超える出水となった。 

地上天気図（6 月 2 日 09 時）   6 月 3 日 03 時までの 48 時間積算雨量（解析雨量＊） 

* 解析 量：レーダーと 量計による観測の 所を かして、1km 四方の細かさで解析した降水量分布 
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アメダス降水量時系列図 

 

線状降水帯の発生状況 赤い楕円：線状降水帯の雨域 

（左：6 月 2 日 15 時 50 分 右：6 月 2 日 19 時 40 分） 
※赤い楕円：線状降水帯の雨域（実線 現在時刻の解析、点線 10 30 分先の解析） 

※顕著な大雨に関する気象情報が発表された際には、「雨雲の動き」、「今後の雨」（1 時間雨量又は 3 時間雨量）にお

いて、大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている線状降水帯の雨域を赤い楕円で表示する。 

現在時刻に解析された線状降水帯の雨域を実線で、10 30 分先に解析された線状降水帯の雨域を破線で表示する。 
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２ ２ 大気不安定による大雨（6 月 29 日） 

（１）洪水予報の発表状況 

河川名 番号 種類 発表日時 

日光川水系 

日光川 

1 氾濫注意情報 令和 5 年 6 月 29 日 08 時 30 分 

2 氾濫注意情報解除 令和 5 年 6 月 29 日 11 時 40 分 

（２）気象概況 

６月 29 日は、上空の寒気や湿った空気が流れ込み、岐阜県から愛知県にかけて大気の状態が非常

に不安定となった。このため、29 日の明け方から昼頃にかけて愛知県の 部地 を中 に  とな

り 光川の 苅 位観測所（ 宮市）では氾濫注意水位を超える出水となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地上天気図（6 月 29 日 09 時） 6 月 29 日 12 時までの 24 時間積算雨量（解析雨量＊） 

* 解析 量：レーダーと 量計による観測の 所を かして、1km 四方の細かさで解析した降水量分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメダス降水量時系列図 
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